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抄録 

  歯内療法への手術用実体顕微鏡（マイクロスコープ）の導入は、その臨床を

大きく変貌させた。マイクロスコープの有用性は、多くの視覚情報が明るい拡

大視野のもとでもたらされることから、歯内療法のさまざまな局面においてそ

の確実性、精度、さらには安全性を向上させる点にあると端的に述べることが

できる。また、さまざまな機材、術式の開発によりマイクロエンドドンティク

スの適応症の拡大も図られている。マイクロスコープの有用性を享受できる処

置として、確認困難な根管口の探索、根管充填材やポストの除去、歯根の亀裂

や破折の確認、根管ない破折器具の除去、穿孔封鎖、樋状根管やイスマスなど

の複雑な解剖携帯の確認と処置、さらには根尖切除と逆根管充填などをあげる

ことができる。以上のことから、マイクロスコープの使用によって、歯の喪失

につながるさまざまな歯内療法学的問題点の解決を図ることができる。 

 本講演では、マイクロエンドドンティクスがいかに天然歯の保存の限界の拡

大に貢献しているかを考えてみたい。 
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